
坪

内

逍

遙

と

H

・
M

ポ

ズ

ネ

ッ

ト

・
皿

ー

歴
史
的
方
法
を
め
ぐ

っ
て
i

井

上

英

明

本
稿
は
数
年
前
に
発
表
し
た
小
論
、

「坪
内
逍
遙
と
H

・
M

・
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
ー

1
比
較
文
学
講
義
を
め
ぐ

っ
て
ー

」
(注
-
)
の
続
稿
と
し
て
書
か
れ
る
も
の
で

あ

る

が
、

わ

た

く

し

は

さ

き

の
小
論

で

ポ

ズ

ネ

ッ
ト

の
生

誕

・
家

系

・
学

歴

・
ニ

ュ
ー
ジ

ー
ラ

ン

ド
行

き

・
ニ

ュ
ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

の
オ

ー

ク

ラ

ン
ド

大
学

教

授

時

代

の
動

向

・
さ

ら

に
同

大

学

辞

任

と
帰

国

を

め

ぐ

っ
て

の
問

題

に

つ

い
て

の
調

査

の

一
部

を

報

告

す

る

と

と
も

に
、

逍

遙

の
東

京

専

門

学

校

に
お

け

る

「
比

照

文

学
講

義

ノ

ー

ト
」
(注
2
)
と

そ

の

原

拠

と

な

っ
た

ポ

ズ

ネ

ッ
ト

の
著

作

..O
o
目
嚏

鑓
飢
く
①

=

滞
門
象
霞

o
..
と

の
か

か

わ

り

あ

い
を

検

討

す

る

う

え

で
、

さ

し

あ

た

り
て

解

決

さ

れ

な

く

て

は

な

ら
な

い
問

題

を

つ
ぎ

の

四
項

目

に
ま

と

め

て
提

出

し

て

お

い

た
。ω

逍
遙
は
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の
ど
の
部
分
に
不
満
を
も

っ
た
か
。

ω

ポ
ズ
ネ

ッ
ト
を
い
か
な
る
本
質
的
理
由
に
よ
っ
て
推
奨
し
た
か
。

③

ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の
ど
の
部
分
を
取
り
、
ど
の
部
分
を
捨
て
た
か
。

ω

逍
遙
自
身
の
意
志
に
よ

っ
て
挿
入
付
加
さ
れ
た
の
は
ど
の
部
分
か
。

前
稿
で
は
こ
の
四
項
目
を
逆
順
に
検
討
し
、
㈲
と
ω
に
つ
い
て
は
不
練
未
熟
の

も
の
と
は
い
え
、
い
ち
お
う
の
解
答
は
呈
示
し
え
た
と
思
う
。

そ
こ
で
本
稿
は
②
に
移
る
が
、
こ
の
②
は
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
と
逍
遙
を
め
ぐ
る
も

っ

と
も
中
心
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
稿
で
は
こ
の
②
の
問
題
に
つ
い
て
、

「
一
九
世
紀
中
葉
の
イ
ギ
リ
ス
の
思
想
界
と
明
治
中
期
の
日
本
の
外
国
思
想
輸
入

の
実
情
と
を
背
景
に
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の
前
二
著
、
特
に

『
歴
史
的
方
法
-

倫
理
学

・
法
律
学

・
法
律
経
済
学
に
お

け

る
ー

』

(注
3
)
と
逍
遙
の

『
小
説
神
髓
』

を
か
え
り
み
て
、
両
者
の
内
容
の
延
長
上
に
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の

『
比
較
文
学
』
と
逍

遙
の

『
比
照
文
学
講
義
録
』
と
を
切
り
結
ん
で
検
討
し
な
け
れ
ば
解
答
は
出
て
来

な
い
云
々
」
と
書
い
た
。

ポ
ズ
ネ

ッ
ト
が

..O
o
目
窟
蠧
口
く
①
い
津
奠
象
霞
①、、
を
上

梓
し

(
一
八
八
六
)、

二
年
後
に
逍
遙
が
こ
れ
を
読
み
、
「
比
照
文
学
」

と
題
し
て

学
生
に
講
義
し
た
と
き

(注
4
)
、

す
で
に
前
者
に
は

『
歴
史
的
方
法
』

(
一
八
八

二
)
と
題
す
る
さ
き
の
著
述
が
あ
り
、

後
者
に
は
周
知
の
ご
と
く

『
小
説
神
髓
』

(
一
八
八
五
)
が
あ
る
。

逍
遙
が
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
に
近
づ
き
、

共
鳴
し
、

こ
れ
を
紹

介
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
本
質
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。

「氏
ノ
論

ス
ル
所
…
…
立
論
正
密

ニ
シ
テ
引
証
周
到
ナ
リ
。
我
々
文
学

二
志
ス
者
ノ
参
考
ト

(94)
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ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ

一
ニ
シ
テ
足
ラ
ス
」

(注
5
)
と
講
義
の
冒
頭
に
述
べ
た
遒
遙
に
お

け
る
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
評
価
の
真
意
は
ど

こ
に
あ

っ
た
の
か
。
こ
の
点
を
可
能
な
か
ぎ

り
詳
細
に
考
え
て
み
る
の
が
本
稿
の
主
な
目
的
で
あ
る
。

1

ポ

ズ

ネ

ッ
ト

の

、.O
o
ヨ
速

鐔
鉱
く
①
ζ

蒔
奠
舞
霞

φ
、、
の
中

で
、

逍

遙

が

と

く

に

大

き

く

と
り

あ

げ

て
強

調

し

た

の

は

つ
ぎ

の
七

つ

の
問

題

で

あ

る
。

ω

文
学
ト
ハ
何
ソ
ヤ

②

文
学
ノ
相
関
的
ナ
ル
所
以

㈲

文
学
発
達
ノ
原
理

ω

比
照
法
と
文
学

㈲

国
文
ト

ハ
何

ソ
ヤ

⑥

国
文

ニ
オ
ケ
ル
人
間

①

国
文

ニ
オ
ケ
ル
天
然

ω

「
文

学

ト

ハ
何

ソ

ヤ
」

は

ポ

ズ

ネ

ッ
ト

の
原

著

で

は

.、切
o
o
吋
H
'
O
訂

冥
奠

H
)
芝

霞
諺
↓

H
ω

ピ
鬥日
国
園
諺
↓
d
菊
国

戈
.
の
部

分

で

あ

る

が
、

逍

遙

が

積

極

的

に

と

り
あ

げ

た

の

は
、

「
文

学

ト

ハ
何

ソ

ヤ
」

に
対

す

る
定

義

で

は

な

く

、
む

し

ろ

こ

れ

を

定

義

す

る

こ

と

の
困

難

と
、

そ

の
困

難

の
由

来

と

で
あ

っ
た
。

「
文

学

ノ
本

義

ヲ
隠

蔽

セ

ル
四
条

ノ
原

因

し

(九

ウ
)

と

し

て

逍

遙

は

、

「
文

ト
云

フ
語

ノ
語

源

ノ
曖

昧

ナ

ル
↓
、
」
、

「
学

者

及

ヒ
不

学

者

力
文

学

ノ
変

遷

ヲ
察

ス
ル
能

ハ
ス
、

文

学

ヘ
マ

マ
)

ノ
歴
史
的
タ
ル
「
ヲ
察
ス
ル
能

ハ
ス
、
文
学
ヲ
以
テ
右
今

一
轍

ノ
モ
ノ
ト
思
ヒ
、

或

一
種
ノ
文
学
ヲ
以
テ
万
古
不
易
ト
仮
定
セ
シ
「
」、
「
文
学
ヲ
著
作
ス
ル
ノ
方
法

世
態
ヲ
異

ニ
ス
レ
ハ
異
ナ
ル
カ
故

二
、
文
学
ノ
性
質
曖
昧
ナ
リ
シ
「
」、
「
文
学
ノ

理
想
及
ヒ
目
的

ハ
世
態
ヲ
異

ニ
ス
レ
ハ
異
ナ
ル
カ
故

二
、
文
学
ノ
本
質
ノ
曖
眛
ナ

リ
シ
コ
」
(九
ウ
)
の
四
つ
の
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

文
学
の
本
質
が

曖
昧
で
そ
の
定
義
が
困
難
な
の
は
、
文
学
と
い
う
語
の
語
源
や
文
学
の
方
法

・
目

的

・
理
想
な
ど
が
そ
れ
ら
を
生
み
出
し
た
時
代
と
場
所
の
変
遷
と
相
違
に
強
く
制

約
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
そ
う
し
た
事
実

へ
の
明
確
な
認
識
が
逍
遙
の
比
較
文
学

講
義
の
そ
も
そ
も
の
出
発
点
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
ポ
ズ
ネ

ッ
ト

ア
ブ
ソ
リ
ユ
ニ
ト

の

、
文

学

ト

ハ
何

ソ

ヤ
L

の
前

提

に

は
、

「
絶

対

円
満

ナ

ル
文
学

ノ
定

義

ハ
今

之

ヲ

望

ム
ヲ
得

ス
」

〈十

ウ
)

と

い
う
、

文

学

の
定

義

の
放

棄

が

あ

る
が

、

じ

つ
は

こ

う

し

た
、

「
絶

対

円
満

ナ

ル

文
学

ノ
定

義

」

を
拒

否

す

る

こ

と

か

ら
、

ポ

ズ

ネ

ヒ

ッ
ト
の

『
比
較
文
学
』
の
方
法
論
は
逆
に
導
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

文

学

ノ
本

義

ハ
前

二
云

ヘ
ル
如

ク
不

完

全

ナ

リ
。

(中

略

)

去

リ
乍

ラ
、

古セ
ン

今
東
西
ノ
文
学
ヲ
比
較
シ
、
丁
寧

二
異
同
ヲ
探
究
セ
ハ
、
多
少
ノ
恒
久
ナ
ル
中

ト
ラ
ル
フ
ア
ク
ト

央
事
実
、
即
チ
諸
文
学
ノ
基
礎
ト
ナ
ル
ヘ
キ
重
要
ナ
ル
事
実
ヲ
知
ル
「
ヲ
得

ヘ

シ
。
若
シ
、
此
ノ
若
キ
事
実

ニ
シ
テ
之
ヲ
詳

二
知
ル
「
ヲ
得

ハ
、
夫
ノ
文
学
ヲ

(
マ

マ
)

(
マ

マ
)

期

定

ス

ル

ノ
原

則

モ
之

ヲ
定

ム

ル

ニ
難

カ
ラ

ザ

ル

ベ

シ
。

去

レ

ハ
、

是

等

原

則

ヲ
若

シ
整

斎

シ

一
束

ス

ル

ヲ
得

ハ
、

之

ヲ

一
科

学

ト

名

ツ
ク

ト

モ
敢

テ

大

ナ

ル

僻

事
三

ア

ラ

ス

(十

一
オ
)
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す
な
わ
ち
、
ポ
ズ
ネ
ッ
ト
の
比
較
文
学
は
文
学
研
究
を
他
の
学
問
と
同
じ
よ
う

に
科
学
の
域
に
高
め
よ
う
ど
す
る
、
当
時
に
お
け
る
文
芸
科
学
の
樹
立
で
あ

っ
た

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ア
ク
ト

と

い

っ
て

よ

い
。

そ

し

て

「
恒

久

ナ

ル
中

央

事

実

」

と

は

「
諸

文

学

ノ
基

礎

ト

ナ

ル
ベ

キ

重
要

ナ

ル
事

実

」

で
あ

り
、

こ

の

「
事

実

」

に

つ
い

て

の
ポ

ズ

ネ

ッ
ト
の

考

え

を

逍

遙

は

つ
ぎ

の
よ

う

に
要

約

す

る

。

論

シ

テ
茲

二
至

リ

、

氏

(注

・
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
)

ハ
ニ

条
件

ヲ

設

ケ

テ

日

ク
、

文

学

ハ
左

ノ

ニ
勢

力

ノ
下

二
動

ク
。

日
ク

静

勢

、

日
ク

動

勢

。

前

者

ハ
気

候
、

地

味

、

動

物

等

ヲ
意

味

シ
、

後

者

ハ
共

同

的

生

活

ヨ
リ

一
個

的

生

活

ヘ
ノ
進

化

ヲ

意

味

ス
ト
。

案

ス
ル

ニ
、

氏

ノ
意

ハ
是

等

勢

力

ノ
性

質

ヲ
弁

明

シ
、

其

ノ
文

学

　
マ
マ
　

ソ
シ
ア
ル
コ
ン
デ
シ
ヨ
ン

ニ
於
ケ
ル
関
係
ヲ
期
定
シ
、
文
学

ノ
社
会
的
条
件

二
依
頼
セ
ル
ヲ
明
ラ
メ
、
随

テ
文
学

ノ
相
関
的
ナ
ル
ヲ
弁
シ
、
其
ノ
有
限
ノ
是
非
ナ
キ
ヲ
弁
シ
、
或
比
較
的
、

即
チ
相
関
的
ノ
意
味

二
於
テ
文
学

ヲ
科
学
ト
ナ
サ
ム
ト
ス
ル
ナ

リ

(十

一
オ
ー

ウ
)

こ
の

一
節
の
筆
録
者
、
紀
淑
雄
に
よ
る
と
、

「静
勢
」
と

「動
静
」
を
逍
遙
は

そ
れ
ぞ
れ

ω巨
8
巴

鋤σq
①口
計
山
旨
鋤
巳
o巴

①σq
①韓

と
英
語
で
説
明
し
た
ら
し
く
、

そ
の
よ
う
に
傍
書
さ
れ
て
い
る
が

(注
6
)、

こ
の
二
つ
の
術
語
は

ポ
ズ
ネ
ッ
ト

の
比
較
文
学
の
理
論
的
核
心
を
な
す
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、

こ
こ
で
い
ち
お
う

逍
遙
の
要
約
と
ぽ
別
に
原
文
の
正
確
な

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
た
ど

っ
て
み
る
必
要
が

あ
る
。

「静
勢
」
と

「
動
静
」
と
い
う
術
語
は
文
学
研
究
に

「
科
学
」
と
い
う
用

語
を
使
用
す
る
こ
と
の
根
拠
を
説
明
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ポ
ズ
ネ

ッ
ト

に
よ
れ
ば

「科
学
」
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
わ
れ
わ
れ
は
自
然

科
学
の
よ
う
な
普
遍
的
真
理
と
い
う

一
個
の
実
体
1

こ
の
ば
あ
い
で
い
え
ば
、

文
学
の
進
化
は
す
べ
て
そ
う
し
た
文
学
の

「科
学
」
そ
の
も
の
の
に
と
っ
て
決
定

的
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
説
明
す
る
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
は
し
な
い
こ
と

を
明
確
に
し
て
お
か
な
く
て
は
な
い
。
た
だ
、

「科
学
」
と
い
う
用
語
を
使
う
こ

と
に
よ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
多
種
多
様
な
文
学
の
局
面
に
発
見
で
き
る
の
は

「限

ら
れ
た
真
理
」
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も

「限
ら
れ
た
真
理
」
と
し
て
理

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ア
ク
ト

解
さ
れ
る
た
め
に
は
、
「多
少

ノ
恒
久
ナ
ル
中
央
事
実
」
を
中
心
に
系
統
立
て
て
分

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ア
ク
ト

類
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な

「中
央
事
実
」
が
じ
つ
は

「気
候
」

・
「地
味
」
・
「動
物
」
・
「植
物
」
で
あ
り
、
か
つ
、
「共
同
的
生
活

ヨ
リ

一
個
的
生

活

ヘ
ノ
進
化
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
は
前
者

の
外
的
条
件

を

「静
勢
」
夢
Φ
ω韓

8
巴

ぎ
自
q
Φ昌
8

と
い
い
、
後
者
の
進
化
論
的
条
件
を

「文
学

の
興
亡
の
動
的
原
理
」
曲
①
畠

蠧
邑

。巴

鷲
ぎ
息
覧
Φ
O
{
露
臼
鉾
霞
Φ、ω
肩
o
αq
お
ω゚。

p。
p
山
山
Φ。
亀

と
い
っ
て
、
逍
遙
は
こ
れ
を
前
者
の
呼
称
に
対
照
さ
せ
て

「動
勢
」

と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の

「
文
学
の
興
亡
の
動
的
原
理
」
を

解
明
す
る
に
先
だ

っ
て
、
社
会
的
条
件

へ
の
文
学
の
依
存
度
、
そ
の
結
果
と
し
て

生
じ
る
文
学
の
相
関
性
、
ま
た
は
必
然
的
に
伴
な
う
そ
の
限
界
性
な
ど
が
説
明
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る

(注
7
)。
そ
こ
で
②
の

「文
学
ノ
相
関
的
ナ

ル
所
以
」
で
は
な
に
ゆ
え
に
文
学
が
こ
の

「静
勢
」
と

「動
静
」
に
制
約
さ
れ
、

あ
る
い
は
こ
れ
ら
と
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
か
が
説
か
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、

(96)
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凡
ソ
文
学

ハ
精
粗
ヲ
問

ハ
ス
、
男
女
ノ
感
想
ヲ
発
表

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
感
想

ト

ハ
或
男
女
の
天
然
物

二
於
ケ

ル
、
動
物

二
於
ケ
ル
、
社
会

二
於
ケ
ル
、
又

ハ

一
個
人

二
於
ケ
ル
感
想
ナ
リ

(十
ニ
ウ
)

と
、

一
般
的
な
規
定
を
行
な
い
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
多
様
な

「感
想
」
の
主
体

的
創
出
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の

「男
女
」
か
ら
な
る
人
聞
の
考
察
に
移

っ
て
行
く
。

(
マ
マ
)

元
来
人
間

ハ
非
常

二
復
雑
ナ
ル
性
質
ノ
分
子
ナ
リ
。
然
ル
ニ
、
若
シ
是
ヲ
純

然
孤
立
セ
ル

一
分
子
ノ
如
ク
思
ヒ
、
偖
テ
研
究
ヲ
試

ン
ト
セ

ハ
…
…
…
得
ル
所

ノ
智
識

ハ
支
離
滅
裂
セ
ル
孤
立
的
分
子
ノ
塊

二
関

ス
ル

一
種
ノ
漠
然
タ
ル
智
識

(
マ
マ
)

二
止

マ
リ
、

何
等

ノ

思

想

モ
其
内

ニ

ハ
含

マ
レ

サ

ル

ヘ
シ
。

去

レ

ハ
、

真

二
人

間

ヲ

了
解

シ

且
歴

史

ヲ
了

解

セ

ム
ト

ナ

ラ

バ
、

件

ノ
微

分

子

ヲ
連

結

シ
、

相

比

較

シ
、

並

二
他

ノ
動

植

物

及

ヒ

天
然

物

等

ト

ヲ
連

結

シ
、

且

ツ

比
照

ス

ル
所

ナ

ポ
デ

　

カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
案

ス
ル
ニ
、

人
間
の
形
態

ハ
他
ノ
動
物
及
ヒ
天
然
物
ノ
同
シ

ク
植
物
的
鉱
物
的
ノ
原
素

二
解
剖

セ
ラ
ル
ヘ
キ
組
成
分

ヨ
リ
成
レ
リ
。
随
テ
其

肉
体
ノ
感
情
ノ
如
キ

ハ
他
ノ
動
物

ノ
感
覚
ト
比
シ
テ
大
差
ア
ル
ヘ
シ
ト
モ
思

ハ

レ
サ
ル
ナ
リ
。

(十
三
オ
ー
ウ
)

こ
の

一
節
に
お
け
る
人
間
観
は
徹
頭
徹
尾
、
十
九
世
紀
中
葉
の
イ
ギ
リ
ス
を
風

靡
し
た
新
興
思
想
の
支
配
下
に
あ
る
。
す
な

わ

ち
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン

(
一
八
〇
九
-

一
八
八
二
)
の
生
物
学
と
、

ハ
ー
バ

ー
ト

・
ス
ペ
ン
サ
ー

(
一
八
二
〇
1

一
九
〇
三
)

の
社
会
学
で
あ
る
。
神
か
ら
独
立
し
た
生
物
学
に
お
け
る
人
間
は
そ

れ

じ

し

ん

他
の
生
物
と
と
も
に
相
対
化
さ
れ
、
人
間
は
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
子
孫

で

は
な

く

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

サ
ル
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
極
端
に
い
え
ば
サ
ル
の
文
学
か
ら
人
間

の
文
学

ま
で
の
進
化
過
程
が
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
し
か
し
、
さ
し
あ
た

っ
て
文
学
は

「
男
女
の
感
想
」
の
発
現
と
い
う
規
定
か
ら
出
発
す
る
の
で
、
さ
き

の

「静
勢
」
と

「動
静
」
と
い
っ
た
外
部
条
件
の
人
間
に
お
け
る
影
響
を
知
る
に

は
古
今
東
西
の
文
学
に
現
わ
れ
る

「女
性
ノ
人
物

二
留
意
ス
ヘ
シ
」
(十
四
オ
)
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
法
は
二
つ
あ
る
。

一
つ
は

「支
那
、
印
度
、
日
本
等

ノ
文
学

二
就
テ
其
内

二
見
タ
ル
女
性
人
物
ヲ
取
リ
、
之
ヲ
希
臘
ノ
院
本

二
見
タ
ル

若
シ
ク
ハ
近
代
ノ
欧
文

二
見
タ
ル
女
性
的
人
物
ト
比
較
」
し
、

「其
性
質
ト
云
ヒ

其
境
遇
ト
云
ヒ
、
其
男
性

二
於
ケ
ル
及
ヒ
社
会

二
於
ケ
ル
関
係
、
大

二
相
異
ナ
ル

所
」

(十
四
ウ
)
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
対
比
研
究
に
近
い

も
の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、

「同
シ
国

二
就
テ
見
ル
モ
、
少
シ
ク
時
代
ヲ
異

ニ

ス
レ
ハ
忽
チ
大
ナ
ル
相
異
ア
ル
ヲ
見
ル
ナ
リ
」

(十
四
ウ
)

と
い
う
認
識
で
、

こ

れ
は
文
学
の
歴
史
的
研
究
と
い
っ
て
よ
い
。
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
は
こ
の
対
比
研
究
に
よ

っ
て
具
体
化
さ
れ
る
文
学
の
相
関
性
の
例
証
と
し
て
、
演
劇
に
お
け
る
三

一
法
則

の
消
滅
は
批
評
家
の
恣
意
に
出
る
も
の
で
は
な
く
、
演
劇
そ
れ
じ
た
い
が

「社
会

及
ヒ

一
個
人
ノ
進
化
ト
其
ノ
周
囲
ノ
自
然
ト
ノ
関
係
」

(二
十

一
オ
)
に

基
づ

い

て
変
化
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
つ
ぎ
に
翻
訳
の
問
題
に
移
り

「
外

国
文
の
飜
訳
シ
難
キ

ハ
蓋
シ
其
ノ
国
語
及
ヒ
人
情
等
ノ
相
異
ナ
レ
ル
ニ
基
ク
「
ニ

テ
、
是
亦
文
学
ノ
相
関
的

ニ
シ
テ
他
物

二
制
限
セ
ラ
ル
丶
二
依
ル
「
ナ
リ
」
と
す

る
。
こ
の
翻
訳
の
問
題
は
今
日
の
比
較
文
学
研
究
の

一
部
門
で
あ
る
が
、

一
つ
の

文
学
作
品
が
い
く
つ
か
の
他
国
語
に
訳
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
別
様
の
運
命
を

(97)
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た
ど

っ
て
変
化
し
て
い
く
の
も
、
文

学
の
相
関
性
の
し
か
ら
し
め
る
と
こ
ろ
と
考

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
は
文
学
と
自
然
の
相
関
性
を
と
り
あ

げ
、
山

・
永

・
草

・
木

・
星

・
月

・
太
陽
な
ど
が
、
人
間
の
観
察
に
よ

っ
て
ど
の

よ
う
に
相
違
す
る
か
を
論
じ
、
し
か
し
て
逍
遙
は
右
の
よ
う
な
論
旨
を
紹
介
し
つ

つ
、
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の
結
論
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
す
る
の
で
あ
る
。

文

学

ハ
常

二
純

然

タ

ル
独

立

ヲ
得

ス
。

外

部

ノ
勢

力

二
支

配

セ
ラ

ル

丶

モ

ノ

ナ

リ
。

換

言

ス

レ

ハ
、

社

会

ト
文

学

ト

ハ
互

二
相

関

シ

テ
、

離

レ

サ

ル

モ

ノ
ナ

リ
。

(
二
十
七

ウ
)

今
日
か
ら
み
れ
ば
き
わ
め
て
平
凡
な
思
想
か
も
し
れ
な
い
が
、
逍
遙
が
こ
う
言

っ
た
と
き
の
日
本
の
文
壇
は
、
生
物
界
に
お
け
る
人
間
の
相
対
化
、
人
間
と
自
然

と
を
含
む
世
界
過
程
に
お
け
る
文
学

の
相
関
性
な
ど
、
思
い
も
つ
か
な
か

っ
た
の

で
あ
る
。
逍
遙
は
つ
ぎ
に
⑧
「
文
学
発
達
ノ
原
理
」
(℃
8
昌
①3

0
訂
℃
・
臼
・
臼
出
国

勹
幻
同2
0
弓
い
国
○
切
=
日
国
園
諺
幻
団

O
幻
○
芝
円
国
)
を
と
り
あ
げ
る
が
、
」
こ
こ
で

の
大
き
な
特
色
は
、
文
学
そ
れ
じ
た

い
の
内
的
な
発
達
、
あ
る
い
は
文
学
精
神
そ

の
も
の
の
自
己
運
動
と
い
っ
た

ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
歴
史
観
で
は
な
く
、
す
で
に
世
界

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

に
お
い
て
独
立
の
根
拠
を
失
な

っ
た
文
学
に
対

す

る

社
会
の
影
響
の
原
理
で
あ

る
。
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の
論
義
は
逍
遙
に
よ

っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

文
学
ノ
原
理
ト
ハ
即
チ

一
個
性

ノ
年

二
月

二
深
ク
成
行
キ
、
且
ツ
年

二
月

二

広
ク
成
行
ク
「
ヲ
説
明
ス
ル
ニ
在

リ
。

(英
文
引
用
省
略
)
併
シ
乍
ラ
、
此
ノ
比

例

ハ
時

訃
場

所

ト

ヲ

異

ニ
シ

テ

実

二
驚

ク

ヘ
ク
事

ナ

リ

シ

ナ

リ
。

今

ヤ
、

其

ノ

相
違

ノ
度

ヲ

説

明

セ

ン
カ
為

二
、

遠

ク
古

代

二
遡

リ
、

村

落

時

代
、

市

府

時
代

若

シ

ク

ハ
専

制

時
代

等

二
就

テ

一
個

人

ト

全
社

会

ト

ノ

関

係

ト

ヲ

見
、

並

二
各

時

代

ノ

文
学

ヲ
精

査

シ
、

其

ノ

孰

Z
場

合

二
於

テ

モ
前

二
挙

ゲ

タ

ル
原

理

ノ
陰

然

ト

シ

テ
存

在

セ

ル

ヲ
見

ル

ベ

シ
。

要

ス
ル

ニ
、
一
個

人

ノ

。
×
嚇

磊

δ
昌

(邦
訳

語
省
略
)

と
、

ωb
Φ
o
巨

団囲
江
o
昌

(邦
訳
語
省
略
)

ト

ハ
漸

爻

ノ
発

達

ヲ
経

テ
来

レ

ル

モ

ノ

ナ

リ
。

(三
十

一
ウ
ー
三
十

ニ
オ
)

こ
の

一
節
は
、
文
学
史
の
方
法
と
い
う
よ
り
、
歴
史
学
の
方
法
で
あ
る
。
文
学

に
現
わ
れ
た
社
会
制
度
の
歴
史
と
で
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
文
学
を
社
会

か
ら
独
立
さ
せ
て
は
、
文
学
研
究
は
科
学
に
な
ら
な
い
。
文
学
は
相
関
的

・
相
対

的
な
も
の
で
あ
る
。
社
会
環
境
の
変
遷
に
よ

っ
て
変
化
し
分
化
す
る

も

の

で
あ

る
。
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
に
お
い
て
は
こ
の
事
情
を
よ
り
正
確
に
解
説
す
る
た
め
に
、

つ

ぎ
の
ω

「
比
照
法
と
文
学
」
(℃
8
口
①暮
》
O
訂
や

H〈
6
0
9
≦
勺
〉
男
諺
↓
H<
国
ζ
中

日
出
O
】)
諺
2
U

い
H日
国
菊
跨
日
C
勾
国
)
の

一
章
を
設
け
る
必
要
が
あ

っ
た
。
そ
し

て
、

こ
の
ω
冒
頭
に

「
比
較
法
」

の
本
質
と
歴
史
を
論
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
逍
遙
は
そ
の
部
分

(原
書

の
分
章
番
号
で
は
21
に
あ
た
る
)
を
省
略

し
て
、
文
学
と
科
学
の
相
違
を
説
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
文
学

の
変
遷
の
内
的
原

因
と
し
て
、
部
族
社
会
か
ら
封
建
社
会
、
市
府
社
会
、
中
央
集
権
社
会
、
立
憲
政

体
社
会
と
日
本
の
歴
史
に
あ
わ
せ
た
社
会
体
制
の
変
化
を
あ
げ
る
。
つ
ぎ
に
外
部

原
因
と
し
て
、
外
国
文
学
の
影
響
、
外
国
文
学
の
模
倣
の
問
題
を
指
摘
し
、
さ
い

ご
に
ふ
た
た
び
さ
き
の

「静
勢
」
と

「動
勢
」
の
条
件
下
に
あ
る
文
学
の
変
遷
が

(98)
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比
照
文
学
の
研
究
法
に
お
い
て
も

っ
と
も
大
切
な
綱
目
だ
と
強
調
し
て
、

こ
の
章

を
終

っ
て
い
る
。
逍
遙
は
こ
こ
で

「
動
勢
」
を

コ

族
ヨ
リ

一
都
会
、

一
都
会

ヨ

リ

一
国
民
、
都
会
及
び
国
民
ヨ
リ
四
海
兄
弟

二
至
ル
変
遷
L
と
且
ハ体
的
に
説
明
し

て
、
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の
原
著
の
第
二
篇
、
氏
族
文
学
、
第
三
篇
、
都
市
国
家
文
学
、

第
三
篇
、
世
界
文
学
と
い
う
進
化
過
程
に

一
歩
近
づ
い
て
い
る
が
逍
遙
は
こ
れ
ら

の
諸
篇
を
講
義
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
た
だ
、
第
二
篇
、
第
三
章
の

「
個
人
的
氏

マ

マ

族
の
詩
歌
」
の
中
か
ら

「詩
ノ
変
遷

二
関
ス
ル
ぶ
く
と
る
ゆ
ー
ご
ノ
説
」

(三
十

六
ウ
)
を
と
り
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
逍
遙
の
関
心
は
な
ぜ
社
会
的
条
件
、
「静
勢
」
・
「動
静
」
と
文
学
と

の
関
連
に
集
中
し
て
い
る
の
か
。
さ
き
に
あ
げ
た
㈲

「
国
文
ト
ハ
何
ソ
ヤ
」、

⑥

「
国
文

ニ
オ
ケ
ル
人
間
」、
ω

「
国
文

ニ
オ
ケ
ル
天
然
」
も
す
べ
て
、

こ
の
関
連

か
ら
説
か
れ
て
い
る
か
ら
、
逍
遙
の
主
な
関
心
は
や
は
り
、
文
学
研
究
の

「
歴
史

的
方
法
」
に
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
は
明
治
十
年
か
ら
二
十
年
代
に
か

け
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
学
の
流
行
と
い
う
事
情
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
た

く
し
は
す
で
に

『
小
説
神
髓
』
を
上
梓
し
て
い
た
逍
遙
が
、
こ
の
本
の
内
容
を
よ

り
豊
か
に
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

し
か
も

一
段
と
科
学
的
に
組
織
さ
せ
る
方
法

論
を
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の

『
比
較
文
学
』

の
中
に
発
見
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

「夫
れ
小
説
は
美
術
に
し
て
詩
歌
の
変
態
に
外
な
ら
ざ
る
也
」
と
い
う
定
義

も
、
ポ
ズ
ネ
ッ
ト
の
進
化
論
的
な
思
想
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
よ
り
大
き
な
意
味
を

も

っ
て
来
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

逍
遙
が
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の

『
比
較
文
学
』
に
贐
ハ味
を
も

っ
た
理
由
と
、
ポ
ズ
ネ

ッ

ト
じ
し
ん
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
思
想
の
胎
生
の
い
き
さ
つ
を
乏
し
い
資
料
か
ら

つ
ぎ
に
少
し
ば
か
り
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

II

ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の

「静
勢
」
と

「動
勢
」
に
制
約
さ
れ
た
文
学
の
変
遷
に
た
い
す

る
認
識
、
と
く
に
生
物
学
的
有
機
体
の
ア
ナ
ロ
ジ
…
と
し
て
の
社
会
的
有
機
体
に

お
け
る
進
化
論
的
な
文
学
観
は
、
す
で
に

『
小
説
神
髓
』
の
中
に
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
逍
遙
は
人
情
の
単
純
な
状
態
か
ら
複
雑
な
状
態

へ
の
変
化
と
文
芸
形

式
の
分
化
、
あ
る
い
は
進
化
、
あ
る
い
は
進
歩
と
い

っ
た
歴
史
的
方
法
の
意
識
を

も

っ
て

『
小
説
神
髓
』
を
書
い
て
い
る
と
い
え
る
。

「総
じ
て
文
化
発
達
し
て
人

智
幾
階
か
進
む
に
い
た
れ
ば
、
人
情
も
ま
た
変
遷
し
て
い
く
ら
か
複
雑
と
な
ら
ざ

る
べ
か
ら
ず
。

い
に
し

へ
の
人
は
質
朴
に
て
、
其
情
合
も
単
純
な
る
か
ら
、
僅
か

に
三
十

一
文
字
も
て
其
胸
懐
を
吐
き
た
り
し
か
ど
、
け
ふ
此
頃
の
人
情
を
ば
わ
つ

か
に
数
十
の
言
語
を
も
て
述
べ
尽
す
べ
う
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。
よ
し
や
感
情
の
み

は
数
十
字
も
て
い
ひ
尽
す
こ
と
を
得
た
れ
ば
と
て
、他
の
情
態
を
写
し
得
ざ
れ
ば
、

い
は
ゆ
る
完
全
の
詩
歌
に
あ
ら
ね
ば
、
彼
の
泰
西
の
詩
歌
と
共
に
美
術
壇
上
に
立

ち
難
か
る
べ
し
」
(注
8
)
と
い
う
の
が
、

『新
体
詩
抄
』
や

『
孝
女
白
菊
』
な
ど

の
長
詩
出
現
の
意
味
で
あ

っ
た
。
ま
た
ジ

ャ
ン
ル
の
分
化
に

た

す

る
意
識
も
、

ロ
マ
ン
ス

は
じ
ま
り

「
正
史
の
本
源
は
神
代
史
な
り
。
奇
異
譚
の
濫
觴
も
神
代
史
に
あ
り
。
史
と
小
説

し
な

と
は
其
源
お
な
じ
。
只
累
世
の
変
遷
に
て
今
日
の
差
を
生
ぜ
し
の
み
」
と
い
い
、

さ
ら
に
人
間
の
知
性
の
進
歩
に
つ
い
て
も
、「
文
運
ま
す
ー

進
歩
し
て
開
明
の
世

 と
な
る
に
及
べ
ば
、
フ
ヘ
イ
ブ
ル
も
亦
た
変
遷
し
て
多
少
の
進
歩
な
き
能
は
ず
。

蓋
し
文
運
の
進
む
に
し
た
が
ひ
、
世
の
流
行
も
む
か
し
に
似
ず
、
と
か
く
奢
侈
に

(99)
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目

傾
き

つ
丶
、
万
つ
の
事
み
な
贅
沢
な
り
。
且
つ
は
人
智
の
進
め
る
ま

＼
、
あ
ま
り

に
甲
斐
な
く
浅
は
か
な
る
彼
の
寓
言

の
書
な
ど
を
め
で
喜
び
て
は
読

ま

ざ

る

べ

し
L
と
説
い
て
、
き
わ
め
て
ス
ペ
ン
サ
ー
の
考
え
に
近
い
。
し
た
が

っ
て
、
逍
遙

ミ

ソ

ロ
ジ

ー

ロ

ー

マ

ン

ス

フ

ヘ
イ

プ

ル

ア

レ
ゴ

リ

ー

ノ

ー

ベ

ル

の
文
学
観
に
は
、
鬼
神
誌
-

奇
異
譚

・
寓
言
1

1
寓
意
小
説
-

小
説
稗
史
と

い
う
史
的
展
望
が
あ

っ
て
、
こ
れ
が

人
間
の
知
性
の
進
歩

・
複
雑
化
、
社
会
形
態

(世
態
)
の
分
化

・
発
展
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
理
解
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の

『
比
較
文
学
』
に
出
遭
う
前
に
、
逍

遙
は
か
れ
の
理
論
を
容
易
に
咀
嚼
す

る
だ
け
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
む
し
ろ
そ
の

実
践
に
踏
み
切

っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
は
こ
う
し
た
社
会
学
的
な
文
学
研
究
に
お
け
る
文
学

の
相
対
性
や
そ
の
歴
史
的
方
法
を

『
比
較
文
学
』
と
い
う
著
述
に
お
い
て
は
じ
め

て
開
陳
し
た
の
で
は
な
か

っ
た
。

こ
こ
で
ぜ
ひ
と
も
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
、
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の
処
女
作
で
、

『
歴
史
的
方
法
1

ー
倫
理
学

・
法
律
学

・

法
律
経
済
学
に
お
け
る
ー

』
と
い
う
書
名
を
も
つ
、

一
見
文
学
研
究
と
は
縁
の

な
さ
そ
う
な
八
十
頁
か
ら
な
る
小
冊
子
で
あ
る
。

一
八
八
二
年

(明
治
十
五
)、

ポ
ズ
ネ

ッ
ト
、
二
十
七
歳
の
時
、
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
ン
グ
マ
ン
ズ
社
か
ら
出
版
さ
れ
、

現
在
日
本
の
図
書
館
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の

本
は
そ
の
表
題
か
ら
受
け
る
印
象
と
は
う
ら
は
ら
に
、
き
わ
め
て
思
弁
的
な
叙
述

に
圧
倒
さ
れ
、
若
き
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
が
確
固
と
し
た
学
問
の
出
発
点
に
あ
た

っ
て
科

学
的
方
法
論
を
求
め
て
苦
悩
す
る
厳
し
い
思
索
の
跡
が
読
み
と
れ
る

よ

う

で
あ

る
。

1

わ
れ
わ
れ
は
い
ま
も
な
お
真
理
を
探
究
し
て
い
る
。
い
か
な
る
真
理
で
あ

る
か
?

「物
質
的
な
力
」
と
の
因
果
関
係
で
つ
な
が
れ
た

「絶
対
的
真
理
」

な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
し
、

「永
劫

の
精
神
」
と
の
因
果
関
係
で
つ
な
が
れ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

た

「絶
対
的
精
神
」
な
る
も
の
も
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
真
理
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

い
や

む

し

ろ
、

わ

れ

わ

れ

が

手

に
す

る

こ
と

の

で
き

る

真

理

と

は

い
か

な

る

も

の

で
あ

る
か

。

…

…

…
社

会

的

・
個

人

的

関

係

の
真

理
、

す

な

わ

ち
、

「
相

対

的

真

理

」

で
あ

る
。

…

…

…

そ

れ

ゆ

え

に
、

わ

れ

わ

れ

が

わ

れ

わ

れ

の
科

学

を

建

設

す

る

の

は

「
人

間

の
集

ま

り

ぼ

日
碧

霧
の0
9
巴

o
昌
」

か

ら

で
あ

っ
て
、

他

の
な

に
も

の
か

ら

で
も

な

い
。

(注

9
)

ポ
ズ
ネ

ッ
ト
は
こ
う
し
た

「相
対
的
真
理
」
を
認
識
す
る
方
法
、

つ
ま
り
文
学

を
ふ
く
め
る
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
経
験
を

一
つ
の
社
会
学
的
な
理
論
に
体
系
化
す
る

た
め
に
四
つ
の
方
法
を
考
え
出
す
。

ω

比

較

法

日
ゲ
①
8

ヨ
忘

蠧
臥
く
①
ヨ
Φ
酔
。
鮎
゜

②

生

存

の
方

法

日
ゲ
①
ヨ
①
夢
o
α

o
h
ω
霞

く
署
鉢

㈲

科

学

的

想

像

力

の
方

法

日
ゲ
①
ヨ
Φ
夢

&

o
{
の9
魯

江
b
。
冒

p。
σQ
言
鋤
叶凶○
昌
゜

ω

具

体

的

分

析

の
方

法

円
ず
①
ヨ
o
臣
o
α

O
h
8
口
臼
Φ
8

p
昌
巴
団
ω団゚・
°

ポ

ズ

ネ

ッ
ト

は

こ

の

四

つ
の
方

法

を

コ

般

的
方

法
L

日
ゲ
Φ
σq
窪

奠
巴

目
Φ
匪

。
山

と

し

て
、

過

去

・
現

在

・
未

来

の
現

象

に
か

か

わ

る

「
歴

史

的

方

法

」

日
げ
①

露
ω1

8
臨
。
巴

日
Φ
浮
o
α

に
関

連

づ

け

て

い
る

。

(注

10
)

し

た
が

っ
て
ポ

ズ

ネ

ッ
ト

の

(ioo)
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「
歴
史
的
方
法
」
は
こ
の
四
つ
方
法
か
ら
成
立
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
ら

は
あ
た
か
も
生
物
学
の
系
統
分
類
に
お
け
る
ご
と
く
、

「
種
」

ω需
9
霧

と
し
て

配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
は
こ
の

「歴
史
的
方
法
」

が
共
同
体
的
、
な
い
し
は
集
団
や
集
団
の
集
ま
り
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
確
信
し
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
け

っ
し
て
唯
物
論
的
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
思
想

・
言
論

・
行
動
の
広
大
な
発
展
の
上
に
さ
し
向
け
ら
れ
て
、
そ
れ
ら

を
確
証
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

マ
ル
ク
ス
が

『資
本
論
』
第

一
巻
を

出
版
し
た
の
は
、

一
八
六
八
年
で
あ
る
か
ら
、
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
は
当
然
史
的
唯
物
論

を
知

っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
か
れ
は
や
は
り
、
イ
ギ
リ
ス
社
会
学
思
想
の
枠

内
に
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
点
に
関
し
て
、
社
会
科
学
と
歴
史
的
方
法
が

描
き
う
る
の
は
相
対
的
真
理
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
と
い
う
原
則
を
守
り
、

か
り
に
あ
る
社
会
体
制
が
あ
る
偶
然
の

「実
体
」
に
よ

っ
て
変
化
さ
せ
ら
れ
る
と

い
う
事
実
が
発
見
で
き
て
も
、
そ
の
社
会
体
制
の
分
析
を
離
れ
て
、
そ
う
し
た

「

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

実
体
」
を
容
認
ザ
る
能
力
を
か
れ
は
き

っ
ぱ
り
と
放
棄
し
、

「
わ
れ
わ
れ
の
科
学

へ

も

カ

ヘ

へ

と
そ
の
方
法
の
領
域
と
範
囲
を
厳
密
に
限
定
」

(注
11
)
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
章
か
ら
ま
ず

「
倫
理
学
」
の
検
討
に
移
り
、

「
倫
理
学
の
体
系
の

実
際
的
価
値
は
社
会
的
生
活
と
そ
の
関
係
に
依
存
す
る
」

(注
13
)
と
明
言
し
、

そ
の
論
旨
の
展
開
の
方
法
は
、
四
年
後
の

『
比
較
文
学
』
の
方
法
の
プ

ロ
レ
ゴ
メ

ナ
の
感
が
あ
る
。

坪
内
逍
遙
が
伝
え
た
ポ
ズ
ネ

ッ
ト

の

『
比
較
文
学
』
は
、
以
上
述
べ
て
来
た
よ

う
に
、
じ
つ
を
い
え
ば
か
れ
の

「歴
史
的
方
法
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
の
中
で
の

一

方
法
た
る

「
比
較
法
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
こ
こ
に
お
い
て
理
解
さ
れ

る

の

で

あ

る
。
そ
し
て
こ
の

「
比
較
法
」
な
る
も
の
を
き
わ
め
て
歴
史
的
に
説
い
た
の
が
ポ

ズ
ネ
ッ
ト
の
第
三
番
目
の
著
書
、

『
比
較
文
学
』
に
お
け
る

「比
照
法
ト
文
学
」

の
冒
頭
の
部
分
で
あ
り

(注
14
)、
こ
れ
を
逍
遙
は
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ポ

ズ
ネ

ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
、.O
o
日
窓
簽
鉱
く
①
目
①
孳
o
侮
、.
な
る
も
の
は
、
思
想
そ
の
も

の
と
同
じ
く
ら
い
に
古
く
、
論
理
学
に
お
け
る
無
味
乾
燥
な
否
定
や
肯
定
命
題
も

あ
る
意
味
で
は

「
比
較
法
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
西
洋
思

想
の
根
底
に
流
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、

ギ
リ
シ
ア
人
に

「比
較
哲

学
」

8
ヨ
嚇
蠢
鉱
く
Φ
b
ぼ
一8
0嘗
図

が
芽
生
え
な
か

っ
た
の
は
、

か
れ
ら
が
四
囲

の
民
族
の
言
語
を
軽
蔑
し
、
過
去

へ
の
省
察
が
欠
如
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
に
比
較
法
の
意
識
が
出
現
す
る
の
は
ダ
ン
テ
以
降
で
あ
り
、
と
く
に

ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
精
神
に
比
較
省
察

8
ヨ
℃
9
冨
鉱
く
Φ
お
ー

h}①
。鉱
8

の
基
礎
を
す
え
た
。

つ
づ
い
て
近
代
国
家
の
成
立
に
よ
り
、
国
粋
主
義

者
に
よ

っ
て
近
代
的
制
度
、
思
想

・
感
情
の
比
較
が
行
な
わ
れ
、
新
世
界
の
発
見

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
原
始
文
明
に
接
触
さ
せ
、
そ
の
対
照
か
ら
く
る
か
れ
ら
の

驚
異
は
、
サ
ラ
セ
ン
や
ピ
サ
ン
チ
ン
以
上
の
も
の
が
あ

っ
た
。
通
商
の
興
隆
は
列

国
間
に
競
争
意
識
を
も
た
ら
し
、
か
れ
ら
の
比
較
意
識
を
つ
の
ら
せ
た
。
個
人
意

識
の
覚
醒
は
神
学
の
教
条
と
対
立
し
、
宗
教
改
革
と
な
る
が
、
こ
れ
も
比
較
意
識

の
結
果
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
は
東
洋
の
文
学
を
も
た
ら
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
に
新
鮮
な
感
動
を
よ
び
お
こ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
洋
市
場
獲
得

・
植
民
地

政
策
は
そ
の
地
の
言
語
研
究
を
も
た
ら
し
た
。
イ
ン
ド

・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
に
お

け
る
比
較
言
語
学
の
成
立
で
あ
る
。
ま
た
、
交
通
機
関
や

マ
ス

・
コ
ミ
の
発
達
が

全
世
界
を
た
が
い
に
比
較
す
る
習
慣
を

つ
の
ら
せ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

(lol>
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O

も

も

へ

た

「
比
較
法
」
が
意
識
的
に
隆
盛
を
き
わ
め
て
来
た
の
は
十
九
世
紀
で
あ
る
。
そ

の
理
由
は
お
も
に
機
械
の
発
達
で
あ

る
。

「
比
較
法
」
は
い
わ
ば

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

歴
史
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
感

情
の
表
出
た
る
文
学
は
当
然
こ
の

「
比
較
」
と
い
う
意
識
と
密
接
に
か
か
わ
り
あ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
中
葉
以
降
、
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
王
朝
の
イ
ギ
リ
ス
は
か

っ
て
の

「パ

ッ

ク
ス

・
ロ
ー
マ
ナ
」
な
ら
ぬ

「パ

ッ
ク
ス

・
ブ
リ
タ
ニ
カ
」
の
極
盛
期

で
あ

っ

た
。
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
も
あ
ら
ゆ
る
意
味

で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
学
者
で
あ
り
、
そ
の

時
代
精
神
は
ひ
と
え
に

「進
歩
の
思
想
」

で
あ
り

(注
15
)、

こ
と
に
ダ
ー
ウ
ィ

ン
以
後
の
代
表
的
思
想
家

・
歴
史
家
と
し
て
こ
の
進
歩
の
思
想
を
楽
天
的
に
展
開

す
る
の
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
バ

ッ
ク

ル
、
レ
ッ
キ
ー
等
で
あ
り
、
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
も

そ
の
過
巻
の
中
に
い
た
と
い
え
る
。
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の

『
比
較
文
学
』
は

「
文
学
の

社
会
学
」
と
で
も
い
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
、
そ
の
研
究
叙
述
は

一
見
す
る
と

「
比

較
法
」
と

「歴
史
的
方
法
」
と
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
か
の
ご
と
き
印
象
を

ヘ

ヘ

ヘ

へ

与

え

る
が

、

か
れ

の
処

女

作

で

は
、

す

で

に
述

べ

た
よ

う

に
、

「
比
較

法

」

は
「
歴

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

史
的
方
法
」
の
中
の

一
方
法
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
、
空
間
的
比
較
と
時
間
的
比
較

と
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

「静
勢
」
と

「動
勢
し
と
の
関
連
に
お
け
る
文
学
現
象
問

に
お
け
る
連
絡
の
組
織
的
観
察
と
い

っ
て
よ
い
。
こ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
比
較
文

学
の
立
場
か
ら
ポ
ズ
ネ
ッ
ト
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
冷
遇
さ
れ
て
来
た
。
そ
し
て

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

コ

般
文
学
」
や

「対
比
研
究
」
σ
元
祖
の
ご
と
く

み
ら
れ
、
こ
の
方
法
に
よ
る
研
究
成
果
が
と
も
す
れ
ば
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ

た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
非
難
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
論
の
出
現
の
背
景

を
考
慮
に
入
れ
な
い
軽
率
な
印
象
か
ら
出
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ポ
ズ
ネ

ッ

ト
の

「
比
較
文
学
」
は

一
種
の

「社
会
学
」
で
あ
り
、
過
去
の
文
学
現
象
の
因
果

づ
け
と
、
未
来

へ
の
展
望
を
も

っ・た
社
会
学
的
世
界
文
学
史
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う

で
あ
る
。
と
く
に
文
学
と
そ
の
ジ

ャ
ン
ル
の
進
化
論
的
な
考
え
方
は
二
十
世
紀
に

な

っ
て
も
世
界

の
文
学
史
家
を
支
配
し
続
け
た
。
こ
と
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
暗
示
し

た
文
学
の
発
展
が
単
純
な
も
の
か
ら
複
雑
な
も
の
へ
進
化
す
る
と
い
う
法
則
に
よ

っ
て
理
解
さ
れ
る

(注
16
)
と
い
う
考
え
は
、

J

・
A

・
シ
モ
ン
ズ
の
エ
リ
ザ
ベ

ス
朝
ド
ラ
マ
の
研
究

(
一
八
八
四
)
や
、

モ
ー
ル
ト
ン
の

『
劇
作
家
と
し
て
の
シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
』

(
一
八
八
五
)

や

『
文
学
の
近
代
的
研
究
』

(
一
九

一
五
)、

F

・
ギ

ュ
メ
ー
ル
の

『
詩
の
起
源
』

(
一
九
〇
一
)、

A

・
S

・
マ
ッ
ケ
ン
ジ

ー

の

『
文
学
の
発
達
』

(
一
九

二

)
な
ど
の
著
作
を
支
配
し
て
い
る

(注
17
)。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
大
陸
に
お
い
て

「進
化
論
」
の
影
響
を
う
け
た
代
表
的
な
文
学

史

家

と

し

て
、

フ
ラ
ン
ス
の
テ
ー
ヌ
、
ブ
ル
ン
チ

ェ
ー
ル
、

ロ
シ
ア
の
ヴ

ェ
セ
ロ
フ
ス
キ
ー

な
ど
が

い
る
が
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
ポ
ズ
ネ

ッ

ト
も
十
九
世
紀
中
葉
の
こ
う
し
た
思
想
界
の
中
に
お
き
な
お
し
て
、
再
評
価
し
、

そ
の
功
罪
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
当
時
に
お
い
て

す
で
に
逍
遙
は
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の
理
論
に
不
満
を
も
ら
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
ま

た
別
の
機
会
に
述
べ
て
み
た
い
。
た
だ
、
筆
を
お
く
に
あ
た

っ
て
、
ふ
と
脳
裡
を

か
す
め
る
の
は
、
数
年
後
に
鴎
外
と
の
間
に
た
た
か
わ
さ
れ
た

「没
理
想
」
を
め

ぐ
る
論
戦
に
、
逍
遙
が
こ
の
徹
底
的
に

「没
理
想
」
に
貫
か
れ
た
ポ
ズ
ネ
ッ
ト
の

『
比
較
文
学
』
を
ど
の
程
度
に
参
考
に
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

こ
と

で
あ

る
。
森
鴎
外
の
依
拠
し
た

ハ
ル
ト
マ
ン
の

『
無
意
識
の
哲
学
』
は

一
八
六
九
年
に
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出
て
、

ス
ペ
ン
サ
ー
流
の
楽
天
主
義
的
な
進
歩

の
理
論
に
対
立
す
る
か
の
よ
う
に

悲
観
主
義
的
な
形
而
上
学
と
宇
宙
の
運
命
に
関
す
る
奇
怪
な
理
論
を
展
開
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
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完
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注
ω
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理
学
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方
法
i

法
律
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法
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